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し
、
，天
文
學
め
領
分
に
包
媢
さ
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て
ゐ
る
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又
地
球
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觀
造
に
最
-4

密
接
な
關
係
の
ぁ
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火
山
の
噴
火
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-

史
が
ぁ
る
。
勿
論
そ
れ
等
は
歷
史
家
の
歷
史
に
屬

.

さ
な
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'

但
し
そ
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等
技
恐
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對
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若
干9

點
に
ぉ
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の
藶
史
に
特
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也
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m
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ぢ
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顏
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こ
の
こ
と
を
多
く
の
、說
明
I

り
も
明
甶
に
理
解
さ
せ
る
で
あ
ら
う
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第
ボ
世
紀
に
ズH

ィ
ン
と
い
ふ
深
い
ズ
江
が
フ
ラ
ン
ド
ル
の
海
岸
に
食
；
 

込
ん
で
‘ゐ
た
。
間
も
k

く
そ
れ
が
砂
で
埋
つ
た
。
如
何
な
_る
種
類
の
學
問 

に
‘お
.い
て
こ
の
‘現
象
の
研
究
を
引
受
け
る
ベ
- t
か
。
誰
も
が
地
臀
學
を
指： 

を
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炫
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積
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め

：
力
.
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流
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较
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;
-袭
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化
が
こ
の
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を
說
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す
る
た
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考
へ
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^

れ
，た

-0
擧
げ
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れ

た

り
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し
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か
つ
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で
あ
ら
'ぅ
か
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確
か
に
取
上
げ
ら
.れ
，た
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'そ
れ
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の
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.
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濺
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饭
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ズ
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‘
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又
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に
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に
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。
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滅

史
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が
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績
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湯
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史
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。
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.
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。
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械
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又
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史
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は
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の
か
。
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史
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.
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各。
_ :尤
.^

如
何
众
：
 

>?
>
;學
^

^
げ
て
:%
-
|日_
の
囊
^
ざ

卺
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#
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尨
康
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'
'
然
1
人
購
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 ̂

る
藝
實
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そ
れ
等
の#質
上
極
め
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微
妙
な
現
象
で
あ
り
、
こ
れ
等
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の
多
ぐ
は
數
學
的
規
準
に
依
っ
て
表
示
ず
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
固
ょ
り
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る
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と
の
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な
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誰
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に
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解
す
る
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と
は
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來
な
い
の
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；：

'
.を̂

^

馨

■

暴

■

»

隹

讓

裏

一

一
 

■

養
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霞
一
：

職
人
は
精
密.
を
期
す
る
た
め
見
機
械
を
使
用
し
、
弦
梁
器
を
製
作
ず
る
職

'
 

人
は
何
ょ
り
も
耳
、や
指
の
感
覺
を
賴
り
に
オ
る
の
で
あ
る
。
.滑
商
器
を
製 

作
す
る
職
人
が
弦
樂
器
を
製
作
す
る
肩
人
の
經
齋
本
位
に
韻
足
す
る
こ
と 

も•
弦
樂
器
1

製
作
す
る
職
人
が
滑15
1

器

を

製

作

す

'る

職

人

を

眞

似

し

ょ

ぅ 

，
と
す
る
こ
.
と
も
此(

に
褒
む
べ.
き
こ
と
で.
は
な
い
で
あ.
ら

ぅ

。. '
手

の

業

と

同
 

じ
く
、
言
葉
の
，業
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
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も
が
納
得
す
る
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で
あ
る
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'歷
史
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確
か
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人
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達
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す
る
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つ
た
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こ
れ
の
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で
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時
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史
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史
家 

の
思
银
が
#.
■吸
サ
る
露
圍
康
は«-
'
蔣̂
顧
の
'時
^P

如

.っ
^
の

免
-^
: ^
ベ
.，や -

、
 

' 

，
八
ニ 

(

三
、0
ニ)

.

\
:
:ン.
.
.
'
>

如

间
^ :
.
:基

擧

调
: %
.
,隊

間

免

馨

察.外
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す
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^

^
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史
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む
—

0
で

紅

る

ィ

相

對̂
#
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;
.の
：ー_
 I:

っ

の

犄

質

着

歷

处_

贺

上

泌

童：
.
、
：
'

^

生

ず

る-0
卽

ち

歷

爽

と
1>
:

:
.ぷ

學

問

取

存

在

理

闻

％

っ
：
ぃ
_

明

:-
,

'

.

.

.

:
 

確
に
し
て
置
く
と
い
ふ
こ
と
の
措
か
に
、
時

代

の

繼

續

的

な

流

れ

か

ら

切

' 

り
離
し
た
連
續
す
る
ニ'
つ

の

時

期

令

考

へ

た

場

合

、

こ
れ
等
，
一
一
つ
の
時
期 

の
ぅ
ち
古
い
方
を
理
解
す
る
.

こ

と

が

新

し

、い

方

令

把

握

す

る

^

^

必

要

か

.ど
ぅ
か
と
い
ふ
問
題
でk
る
。
•

ゾ

：

、
' 

-

,
•

•■
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起
源Q

偶
像 
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-
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最
も
遠
い
も^;
に
依
つ
■

て
最
も
近
い
も
の
を
說
明
す
る
と
い
ふ
--

と

が
.

«硏
究

の

主

題

を

過

去

に

求

，め

る

人

>

、
の
間
に
お
い
て
自
づ
と;#重
さ
れ
、.

.時
，に.
ゆ
盲
從
を
强
制
す
る'迄
じ
.

て
歷
史
の
硏
究
令
支
掘
し
た
0

歴

史

家

：め
，

.

.
V

こ
の

rl
の

膨
F

最
も
特
徴
的
な
形
にお

'1
>て
紙
起
源
に
依
つ.
て

事

物

'を 

■'
.
■

膨

明

ざ

ぜ

务

强

迪

觀

:̂
.
.と
_

れ
,

读

史

概

思

惟

勿

：發
%

に

與

け

て

起

-.
:
-
-
'-
-
' 

。‘

に
俄
っ
：で

事
_

贫

說

明^.
:

せ
：ょ

が

本

ド

ふ

霞

於

艰

杧

喜

ば

れ

：た

時

期

':
';

'
:
.
、
' 

.

.

が
あ
つ
た。
，
.

.

.

.

.

.
,
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:

.

.

 

.

.

:•
•

-

、

嘗
て
ル
ナ
ン
が「

人
間
達
-

に
關
す
る
す*
ベ
て
の
こ
と
の
な
か
に
お
い
t

 

.

起
源
は
何
ょ
り
も
研
究
に
値
す
る

j

と
い̂

た
。
又
彼
ょ
り
前
に
サ
ゾ.

-'
ブ;:
|

-

,

^が̂

私
汰
好
贫
心̂

以
て
最
初̂

^

^

3

た
>

取
上
げ
た、
：
.

，
1
 

:

及
ホ̂
.

:

:ど
！̂

^

ー
が
が
％
觀
念
ば
磁
如_

を

矽

時

代

ぬ

本

の

免

溶

':
:
'
:へ("

故

マ

ル

ク•
ブ
ロ
ッ
ク
敎
喪

.の
歷
史

.理
論
に
つ
い
て
，

-

.

.

.

.

.

. 

» 

•-.

•
^

。
ー
起
源
と
が
ふ
言
葉

^

同
樣
で̂

そ

：
.

そ
の
派
生
語
は
數
ベ
る
こ
と;̂ 

:
迪
敗
な
い
。̂

以
起
溯̂

ぃ
ー
ふ
言
葉
は
非
策
ゆ
不
明
減
沱

^

る

士

め

樹

め.

一

叹

氣

機

舊

ー

着

で

ぁ

る

^
:
, 

.

.ー，
；
；
：

';.
.
.
'
べ
い
：
.
.
.
.
.
.
.

.

.

;
:

^
赶
撒.
ど
'い

參

蘗

馨
^

说

め
'—-

务
^

.

と
い
ふ
意
味
な
ら
ば
.、
.起
源
と
い

ふ

こ
の
言
歡
は
大
體
に
お
い
て
明
由
で
：

' 

‘

ら
ぅ
’

歡

論

證

規

實

办

大

乱

分̂

^

^
て
紙
か
る
出
發
點
と
い
ふ

： 

こ
の
概
念
•が
钱
だ
噯
昧
で』

を
こ
と
を
考
慮
し’な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ.. 

ポ
ゆ
疑
ひ
レ
な-<
:

定
羲
の
^

^

本
り
::
'
-
'不
#

に

:1
>
て

誰
-'
%
-が
非
常
.に

, ® 

々
.定
義
す
る
し
と
を
忘
れ
で
ゐ
た
。

.

•

-

起
源
に
依
っ
て
誰
も
が■逆
に
原
因
を
考
へ
る
の
か
。
如
何
な
る
場
^
に 

ん
奴
朽
-̂

も

有̂
層
甚
ゼ

ダ̂
ル
疑
ぴ
‘
每

人̂
間

關̂
ザ
ゐ
擧
問
に
灰
い' 

-:
て
：原
因
の
硏
究
に
本
來
輝€
困
難
以
上
.の
困
難
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
，'

:

'.

.

へ
然u
g

e'
l

洛

ゆ

意&

間
.

で
、

I

暌

ま

.い
だ
i
5
f
:
餍
恐
少
い
混
同
が®
々
狞
が
ぼ
れ
る
め
屯
扣
る
。、
白

： 

•:
,.
纽

爾

に

お

い

，
て
：

「

起
派
は
ボ
べ
：
乂

を

說

胡

す

令

：ぷ

の

.出

來

石

始

め

の

も

- : 

_
':
'
,
-
.0
で
-̂
る
。(

更
¥
觀
い
こ
と
に
ぼ
.、
.す
べ
：
て
：を

說

明

す

る

た

.め
:^
十

分

な 

始
め
の
も
か
で
&
る
。
こ
こ
に
駿
昧
な
點
：が
あ
り
、
こ
こ
に
危
險
な
點
が

あ
る
の
で
あ
る
。
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聖
書
解
釋
嚴
者
め
異
常
.
な.
努
力
に
#'

い
で.
特

'に

酿

著

な

粒

服

に

翁

っ

て 

;

«

物
か®

明
'#
;

せ.
^
::
5

と.
い̂

か.
か
^

風

避
.1
'

芯
に̂

^
1>
;-
.

^

^

^興
味
.： 

.

あ
る
研
究
に
！
^

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い‘t
あ
ら-
ぅ
。
ニ
司
祭
に
對
し
：パ
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三
田
學
會
雜
誌<

第
呼
^

六

卷
#

'©

號

ン

.

レ

ス

が

T

私

は.
貴

，
び

の

不

安

を

傲

解

す

る

X

と
於
出
來
な
い
少
へ
，ブ
デ
ィ.

.

語
の
若
干I
の-
言
葉
に
關
す
る
數
人
の
っ
學
卷
の
議
論
ゆ
私
の
心
に
何
を
謎
へ

' 

ょ
う
と
い4

の
か
。
敎
會
の
零
圍
齡
で
七
咏
で
^;

る」

-
と
語
っ
ち
代
っ 

て
.

モ
ー
ラ
：ス
が
，

「

無
名
▲

四
人
の
ユ
；
ダ

，ャ

A

の

福

音

書

は

何

钇

、示

す

.
の

.

•

か
-

i

と
い
っ
たo

こ
れ
等
©

嘲
弄
家
達
は
我
々
に

k

を
い
っ
た
'の
で
あ 

.

り
、
パ
ス
勿1

も
ボ
レ
ユ
工i

確
か
に
こ
の
々
う
に
は
い
は
な
か
つ
た
。
ノ 

歷
史
に
佩
尨
負
ぶ
と
こ
ろ
の
な
い
宗
教
的
經
驗
に
疑
ひ
も
な
く
誰
も
が
承 

服
す
る
こ

と

が出
來
る
。
理
神
論
者
ド> 
と
，っ/
:0

神
を
信
ず
る
，た‘み
に
.は
げ 

的
感
得
を
以
て
十
分
でt

。
、
然
し'
キ
-リ
ス
ト
の
神
た
る
こ
と
を
信
ず
る 

r
,

ゆ
咔
分
：

g

拟
_

1

故
彤
あ
水
：
_

ス
へ>:
敎
抵
沐
來
霞
的
釔
宗
戴
で

p

ノ
ぁ

疆

一

簾

看

ハ

1

初

善
1 -

嘗

撕

_

の

參

靡

赘̂

た

满

の
で
あ
づ
た
ノ
使
徒
信
經
に
M

敗
は
ポ
ン
シ
ォ

.
，ピ
ラ—

の
管
下
に
て
茁-- 

し
み
を
受
け
、…

…

三
日
目
に
死
審
の
う
ち
ょ
，り
蘇
へ
り
紙
ふ
た
ィ

H
、、

ス■ 
■ 

ス
.

，
キ
リ
ス
卜-̂
債
じ
宇
，
^

.i

あ
る
。
倍
仰
の
始
め
は
こ
こ
、に
そ
の
栽 

礎
が
あ
っ
た
の
.で
あ
るo'.

丨 

.

::
:■
:

,

挺

：ひ

も

痛

論
&

猶
ぃ
波
及
匕
歡
っ
そ
爵
紙
を
解
明
ボ
石
た
和
の
”確
實
'::::., 

，レ
袭
准
i:_

で
#

夜
理
钳
^

^

得
太
か
が
る
努
カ
嚴
歡
の
他
か
諸
觀
;-
:

"
 

-
門
に
4

炎
ん
:̂
.

;そ
名
に
紅̂.
で
；い.
は
れ
得
が
ゃ5
^

、
鼓
源
。
'«
-0
:
:
や
ー'-
':; 

.
說
明
^

也
‘̂:
'̂
:̂

1;
^

播
像
が.
滕
-̂

の'̂
乘
に.
ぉ..
：ぃ̂

る.
忆
際
5

て
採
^
机
た:'
-
0

へ：例.
；へ»;
テ
沪
；'?
が
^

へ
た
時
::
:->同
赌

盤

(0
企
て
：
た
：シ
ー

$
は
火
藝
關
す
る
.諷
：っ
.た
躐
感
：か
^
生

''
-
:
:,
: 

'-
■
.

‘
た

政

激

％
課

謬
.を
指

摘

す

：る
こ
：と

.で

.ぁ
ゃ

た0
.
:
然

1;
-
%ル
；
マ.：ゾ
人.の
_ 

:
. 

X
若
上
く
は
ノ
ル
..
マ
シ
人
の
.ィギ
リ
へ
ス..
征
服
が
何
を
惹
き
起
し.た
と
し
で
.ヾ.

;

,
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、
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一

'

も
、.
現
在
を
說
明
す
、る
た
め
に
過
法
は
現
f

 

”
餍
氣
全
に
證
明
じ
た
り 

.

決
定
七
だ
り
，山
ょ
ラ4

い
ぶ
意
圖‘
程
積
極
的
に
は
役.立
た
な
い0

多
く
の 

瘍
合
に
■

お
.

け
る
や
’

に
、
起
源
の
悪
魔
は
單
に
'眞
の
歷
史
に
逆
ら
ん
も
ぅ

.

' 

.
一
 

つ
の
極
惡
な
敵1-
判
_

丨
の
變
身
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
9

\

 

• 

: 

•

.

•

と
に
か
く
牛
，リ
ス
ト
敎
の
研
究
に
戾
ら
ゲ
。
正
し
か
ら
ん
と
欲
し
て
落

/

:

:

#

か̂

い
藤
_

家̂

と
.

ヴ
，て
，膝

’

に
說
か
れ
て
ゐ
る
ヵ
ト
リ
ッ
ク
敎
に
對
す
る
態
度

^:

敗

る

.

に̂

る

史

: 

實
を
見
出
す
こ
と
で
あ
り
、
'又
考
察
の
對
象
と
し
て
現
在
の
ヵ
ト
リ
ッ
ク:
 

敎
を
說
明
す
る
こ
と
で
も
あ
'

つ
た
。
現

賓

の

宗

敎

現

象

を

芷

當

^
把

握

す 

る
た
、め
に
そ
の
始
め
を
理
解
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
不

.

可
缺
で
：
'

は

^

る
.

. 

.

:

:

_-:
-
'
.
.說
.

观
サ
务
4'

に
士
分
；-'1
3

&

か
い
0

.

:金
く
變
；̂

^
い
信
仰
之
い
ふ
こ
ゎ 

、';ゾ
言
葉
の
ポ
粒
お
如#

着
$

於
ゼ
0

內
容
を
#

實
.

奄

ぐ

齡

ぺ

：で

ゐ

な

'い

な

ら

.

ば
、
信
仰
の
維
持
さ
れ
た
幽
由
こ
そ
寧
ろ
考
ヘ
て
昆
な
け
れ
ば
な
：ら

な

一
 

''
.
:^
:
0
:
^
す
名
杧
間
顧
ぼ
ネ
お
戈..スー
が
苦
し‘
ゼ
受
け
.だ
敗
^
1が
、.ン
蘇
.へ

.

つ
た
か
ど
ぅ
か
を
知
る
こ->で
は
な
く>

何
故
我
々
の'
周

圍

の^:
く

の

人
 

パ
.

今
.

が̂

雜
と
顧
活
と
发
信^-
洛
や
ぅ
に*
.

ク

た

；
が

あ

い
； '

«

J

.A:

で
'

あ
る
.。
,

.
• 

槲
は
槲
泶■
か
ら
生
え
る
。
然
し
槲
果
は
免
長
を
妨
げ
な
い
惠
ま
れ
た
條
件

.

. 

，
に

遒

遇

し
•

た
場
合i

i

お
い
て
の
ん
撕
と
な
り
又
槲
で
ゐ
る
と
い
ふ
，

'

い
と
を. 

彳
忘
れ
で
は
な
ち
な
い。

:

,
 

.

>

■

.

.

宗
敎
皮
が
ぃ
こ
こ
に
お
い
て
は
例
と
し
て
_

さ
九
た
に
過
、ぎ
な
か
つ

.:
;

;̂
.'.
'
.
.擧
問
に
.̂
w*:
it
.
'
'軟
水
..
げ
あ
れ
.
-̂
;

人
.亂:̂
.

或
.
^
^ ̂

い
て
.-.%
:

;,
'.'
.
"
.
.
.
'
.
.
'
' 

フ
ね
關
響
麗
明
也
混
同
す
る
笨
ぃ
ふ
誤
爱
起
源
妈
依
石
硏
贺
渚
を
待
伏
释
ボ

^
^

て
ゐ
る
。
、

、

'

 

' 

,
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、

-

」

：

-'
-

.實
際
1-
-

_

對

レ

蕩

時

杈

語

霧

渚

達,

务

茗

^

^

:

輸

：必

だ

意

擁

灰

曝

逢

時

、
パ

^

は
；
朱

來

邏

碧

：；

文
1

^

太

鼓

含1

じ
/.
'
:
'
,:
彳

た
と
い
ふ
こ 
>

を
®!

明
し
た
時
、.
八i

を
い
つ
た
と
考‘
ベ

る

こ

と

は

結

局，

に
t

い
て

彼

f

の
I

で

あ

る

。

重
大
'な

醒

は

意

咪

の

轉

化

が

如

何

に

：

： 

:

.

/し
.
.
.て
.

又

何

故

起

る

，か

.
-2
1

.

い̂

こ
丄'
_を

知

る.こ
.
.と
-

に

あ

ら'ぅ

。.
如

何

な.る

言

.
、
.：

.

:
_
.
:
.
;

':
:
'
'潔
も
.ヴ|

目
葉
无
漱
£
1
|

纏̂

嚴

先

岡

::
1
:
:

_

何̂
：な
^

語
廣
の
现
在
の
狀
態£
依
っ
て
決
定
さ
れ
た
役
割
を
保
ち
得
な
い
。
そ
の.

一
，
.'
.
,代

办̂

^

難
:#
-

會

的

撕

服

览

麻

货

_

#

^

ゐ
;0
:

贫

知

务, ^
想

驗

靡

為':
;
::
へ
. 

.
”

が
0

机
ど
城
ふ
3:

濟̂

::
#

用
咨
れ
た
瘍
％
楚
廳
來
い
ふ
當
味
然
絲
る
,'
:
0

雜
便
\
^
^
^

'

へ.
：：.

#

_

旧
，^

奪
:«
]

芽
を
.

購
汰
.

ホ
_

、：»

讓

_

灯

徐

：-#
^
:
完

成

し
::
-

兄

,-
:
.

ゾ
；
づ
^

思

想

办

交

潴
.»

胚
_

^

^

め
だ.
：
決

婼

的'«
嘗

太

鼓

と

い

、
ふ
こ
-£
目
葉
を
切
手
と
い
ふ
意
味
に
使
っ
た
用
法
が
出
て
來
る 

た
め
に
必
要
で
あ
っ1

。
封
筒
の
表
而̂

貼
«>

附
け
'ょ
ぅ
と
いふ
⑨
チ

一
へ
が-̂
;
;

傷

；冷
篇

震

驗
_

分

：藥

器

め

ーハ：'ノ
應
如
薇
：漱

名

纖

最

起

：

る

誉

职

私

如̂

^

な
相
®
.

構

靈

权

た

方_

ゾ
一
③
 

に
舊
い
言
葉‘の
異
な
つ
ぃ
た̂

^

が
今
日
1

る
た
め
、
習

慣

に

依

っ

て

區

別\ 

:;.
'
、̂

涔
£'-

忘

が

傲

編

前

能_

斯

翁

の

セ

衡

卷
:°
:
.';
'
'
-
:
如

「

封
建p

度
の
起
源」

に
っ
い
で
人
ゲ
は
沄
々
し
た
。
，ど
，こ

に

封

建

制
.

,

故
マ
ル
クv

ブ
ロ
ッ
ク
敎
授
の

•歷
史
•理
論
に
つ
い
て 

>

v
;

度
.

の'
起
雜
髮
求:̂
冬
.

の+
‘

か
:;
:
°
.
'

或
.

る̂

々
：
.

^

f々c
"-

と
答
べ
、■
■他
.

の
：
' 

.

.

.

人
々
は
-「

ゲ
ル
マ
ン-
に」

と
答
へ
、た-
が
、
空
し
い
夢
で
あ
る
こ
ど
ゆ
論
を
.
. 

.
:
'獨
光
欢
脸
：
«

實
K.

お

本

：疼
'%
;

ぞ
.

ル
令X.

に

も

謂

,-
■

一#

■

办

時

期

譬

凝
^

き

舊

电
■

若

干

の#

暂

例

；
へ

ば

、
王

.

パ 

4

癌

關

係
-'
>
|

,

: ©
.義
_

'

勤
務
に
對
ず
卷#
^

%

1:
-

で
办
ゼ
_

の
役
割
等
.

.

'

:
 

が
存
在
し
た
。

_

调
ょ
：り
多
く
の
點
に
甘
い
て
、變

っ

て

ゐ

な

い

の

で

は

な

.,
'

,

い
。
父
ロ 

I

マ
人
-に
依
っ
て
も
ゲ
-ル
>

ン
人
に
侬
っ
て
4 *
卦
建
時
代
を
通
'.
,
.
.
.
.

ぃM

:

1

用

ぎ

糖

寒
.

•

麗

例

へ

枝

ラ

，
テ

」

.
i

g

场

镇

黯

パ

ド

ィ

グ

康

の
領
地
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
言
葉
に
對
し
て
は
徐
々
に
し
か
も
.全
く

 

一■ 

氣
附
か
れ
ず'
に
殆
ん
ど
新1

い
內
容
が
，與
へ
ら
れ
た
。
卽
ち
歷
史
家
'-
0

大
'

:

^

^

1

:

と
'1
.
:

洛
龙
間
達
は
體
裁0.
變
名
勝
贮
滞
語
电
變
へ^,
習
慣
を
持'
;

た
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
と
に
か
く
ョ
ー
‘？ '、

ッ
バ
封M

制

は

.そ

の

特

異

な

* 

バ
：
成

立

：事

俏

爾

ぢ

風

戎

舊

絍

懲

殘

存

杰

は

笟

^
;

1

裘
办
或
る
晚
期.
1
^

へ
ぺ 

::
';

會
環
境
の
全
體.
か
ら
誕
生
し
た
の
で.あ
っ
た
。

' 

、 

.

ー1:/
'

.

:嘗
ヤ
.

ャ

卜
-

ョ
：采 

紀
の
ィ
¥.

リ
ス
，の
思
想
に
田
來
す
る
こ
と
を
信
ず
る

」

と
い
つ
た
。
こ
れ

の

影

響

を

费

け

た

ゲ

し

た

-^
め

啓

幕

期

吖

フ

ラ

ン

ス

の

著

述

家

が

ィ

ギ

リ

.

.

.、.'ス

.

か
；
^

^

の

説

胺

則

を
.

採
用
：
'̂

た
.
.
'
.こ'
^

^

 ̂

'

.

,

.

'

も
が
彼
の
言-̂
正C

®

と
認
み
る
が
、
-

徂
し
ぐ
ギ■
リ
ス
■

の
諸
ガ
式
に
對
し
て
，

'

，ラ
，.ラ
X

X

の
哲
學
者
が
自
分.^
.

に
|1
1

有
.

な
知
識
0

^

容
や
感
精
の
表
現
を' 

.

加
へ
■

て
ゐ
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
A

あ
っ
た
。
然
し
若
し
こ

':
-

^

參̂

^

借
0:
;̂

ヴ̂

い
.

：ぶ̂

钇
に
す
る̂
1>
'

て
紀
、"

^

^

播

の

醫
，
.
：
.

、

r
、
•
, 

- 

.

.

. 

、
 

- 

■

,

…

.

A

五
' 

(

三
〇
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’ 
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.



3

,

を
ぐ
：
;3
:

田
；
—

雑

離

' 

' 

■ 

,

«

，

パ 

\ 

,

は
笼
全
に
解
明
さ
れ
祜
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
'0
- M

故
な
ら
問
題
は
常
に
何
故 

怒
流
が
早
く
も
な
く
遲
く
も
だ
い
前
述
•の
時
代
装
起
つ
た
か
を
知
る
こ
と 

に
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
傳
播
は
，一

|

つ
の
こ
と
，
.を
#

提
と
し
て
起
る:-
0
':卽
ん 

ち
稱
と
繁
殖
時
に
必
要
他
土
 f

と
セ
あ
る
。

,

,

.齔
し
結
局
に
おV

て
歷
史
現
象
は
時
代
の
硏
御
を
除
い
て
明
確
に
撖
解
，：

導
_

1

來

凝
_

ぬ

養

規

廣

_

_

發

展

塵

段

1-
'
'議
ー>; 

■

麗

階

裏
®

■

■

が

坐

活

捣

藥

蕃

階
%

亦

醫

；の
免

諸
段
傲
の
、
一
つ.に
ほ
、か
な
ら
な
い,°ァ
ラ
ビ-ァ
の
_
に「

人
間
'
と
ば
そ
の 

父
ょ
り
も
自
ら
の
時
代
に
似
る
も
の
で
あ
る

」

^J

い
'ふ
の
が
あ
る
。
東
方 

ゐ
.こ
の
機
智
を
忘
れ
た
た
秒
i

の
'ri
f
f鍩
は
往
々
不
評
判
に
終
つ
た
こ
_と 

が
あ
っ
た。
.

.

.
.

現
在
と
過
染
と
の
限#
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-

,
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.
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.■
■

.

へ
:
;■
'
■

'

:
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.
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:
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：

、.
'
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.

:
'.
'
-■..
:'

'.
:
.-
;.'-
'
:'
..
-
;
'*'
,
-:
'

,:■
•-
.
'

，現
在
'の
全
部
を
説
明
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
た
め
に
過
，由

鏡

在

の

說 

明
に
と
つ
て
無
用
で^

る
と
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ら
ぅ
か
。 

奇
妙
な
こ
と
ばこ

の
問̂

が
4

日
取
上
げ
て
差
支
え
な
い
と
い
ふ
こ
と
で 

あ
る

。
,,.

 

- 

• 

' 

•

■
.
:

我
々
か
ぢ
非
常̂

近
い
#

代
迄
實
S

&

の
間
題
が
旣
に
大
腾
の
名
こ
^

 

解
決
し
て
ゐ
た
か
の
如
く
見
え
た
。
.
.例
へ
、：は
先
世
紀
に
ミ
シ
ュ
レ
が
眼
前 

V

あ
が
刮
.

费

^

事
柄
玖
ギ
を
對
象
ゼ^

だ

「

民
捉」

.

>:

題
オ
る
勞
作' 

€>
;

,

育
頭
に
%

1>
:

.

て

「

現

茌

に

だ

け

マ

：規

實

◎

尨
け
11
1

，ま
ら
}

と
欲
す
る
人.

,

、
•

'

;

 

■

八
六
、

(

1

0

々
は
規
驚
を
理
解
し
，な
い
で
.
’あ
ら
うj

と
«

い
て
ゐ
：
し
、
又
旣
に
ラ
ィ 

ブ
二
ジ
ッ
は
彼
が
歴
史
。
^

^

し
た̂

^

益
の
な
か
にf

現
布
の
事
物
の■ 

起
派
は
過
去
の
事
物
の^

ち
：に

見

出

ざ

れ

る

'1
_

,

と
い
ふ
こ
と
をI

へ
、、
そ

：
 

の
琎
由
と1

て

〔

現
實
は
過
去
に
依
る
以
外
決
して
完
金
に
理
解
さ
れ
な 

い」

こ
と
を
擧
げ
た
程
で
あ
っ.た
。

■

.

. 

- 

.

然
し
ラ
ィ
プ
二
ッ
、
ッ
や
ミ
シ
-h
-

レ
以
後
、̂

き
な
變
化
が
起
っ
てI

■

■

技

術_

湘

繼_

命

は

時

篇

必

心

：理

的

間

蜃

欝

に

擴

：

大

し

た

九

，め
、
恐

ら

く

電

氣

や

飛&
機
.の

時

代

の

人

間

が

彼

の

祖

，先

を

非 

常

に

遠

く

に

^

ずる

で

あ

ら

う

と

い

ふ

こ

と

は

何

等

の

理

田

も

な

い

こ

と 

で

は

な

く

な
•っ

た

の

咚

あ
A
た
。

祖

先

に

依

っ

て

決

宏

さ

れ

る

こ

^

は
な 

ー<;
'

#

&

^

#

|に^

^

^
卒

に
_

人

ゆ

結

論
:̂
次

ゐ

る
1.
、
ハ
交
铉
：
 

術

家

全

部

の

狻

へ•方

に

お

い

て

本

來

的

な

も0 -
上

思

は

れ

る

過

去

を

無

視 

す

る

と

い

ふ

こ

の

態

度

に

現

代

人

の

誰

も

が

味

方

す

る

や

う

に

な

り

、
發 

|

^
を

版

動
%
た
'り

修

理
;;
1
>
-た

於

す

る

た

：め
に
：
it
流

電

氣

ぬ

隱

す

る

ボル 

ト

の

舊

い

槪

念

を

硏

紙

才

る

こ

と

が.必

要

で

な

い

と

考

へ

る

や

う

に

、
機 

械

に

依

っ

て

影

響

さ

れ

る#'
X

の

人

々

に

と

っ

て

自

づ

と

觅

が

れ

な

.い
こ 

.

」

と

衫

'1
>
て

尨
酸
%-
-
狀

現

在

め

人
_

ぬ
,

る

重

夫

な

^

^

を

理

解

し
 

.

.た

.り

.そ

れ

等

，を

解

決
.し

：
よ

う.と
：試

み

た

り

す

る

上'に

以

前

の
>
;
.
'
.:
:

:

を
分
析 

.
す
•る

こ

と

が

何
‘の

役

に

も

立

た

な

い

と

信

ずA
の
，re
あ

っ

た

。
歷

臾

家

も 

過

去

の

こ

七

を

売

全

に

說

明

し

ょ

う

と

せ

ず

、
現

代

人

の

こ

.の
態
度

尤

組 

す

る

た

め

、
如
何
に
、し

て

自

己

の

領

域

に

'お

い

て

も

技

術

家

の

場

合

と

同 

じ

く

遠

い

過

去

の

こ

と

は

，切
捨'て

て

差

支

え

な

い

と

い

ふ

觀

念

に

製

'は
れ
へ 

..ト

ぃ

ビ
>:
'

敗

_

の
.务
^

1>5:
,

'̂'
.
.舊

“
經
濟
書
の
；金

部

に

現

實

の

制

度

.

と̂

て
出K

來
る
硬
貨_

'^

金
本
位
は.
泠
日
:0
.

濟
#

者
.

に
:̂

つ̂

も
依
. 

然
と
し
て
瑰
實
的$

•:
€

»

;で
知
が
、
；薇

嗅.
W

翁
去
の̂

の
：
と
：じ
:̂
'

床
^

i

 

れ
て
は
な
ら
な
い
で•あ
ら
う
。

' 

' 

.

.

峙
間
の
無
限
な
經
過
の
.う
ぢ
か
ら
销
い
範
圍
の
時
代
を
別
に
す
る
こ
と 

が
出
來
る
。

」

か
か
る
時
代
は
、
そ
の
出
發
點
に
お
い
て
我
々
か
ふ
比
較
的 

^

ぃ
距
離
に
ぁ
れ
ば
フ^

の
聽
點
ぬ
瞼
认
で
我̂
^

座
敗
ず
矽
時
代
ど. 

重
な
っ
；て(

ゐ
て
、
.#

事
も
卽
ち
社
會
ゃ
政
治
の
狀
態
の
$

顯

著

龙

霍

.

も

物

質

的1
1
^

^
文

賈

の1.
般

歷

断_

々

翁
0,

動

1:

衆_

い
相
違
を.
沄
ざ
な
い
め
够
あ
り
、
結
局
のど
こ
ろ
我
ダ
に
と
つ
てS

じ 

_

o;

繫
が
か
4

で̂

る

解

く

見

え

、
.
遇

去

の

修

の

時

期

ど

決

し

て

い
。
そ
れ
は
政
治
で
あ
る1-
と
い
は
れ
た
。「

一
八
三
〇
年
以
降
が
政
治 

で
t

J

と
今
日
に
お
い
て
は
誰
も
い
は
な
い
。

X

寧
な
表
現
を
す
れ
ば
、 

寧
;a

肺

管

舉

で

ぉ

冬

ャ

若

七

次%

へ.
於
げ
奴
ば'
、1
,

聞

故

馨
_

 

あ
る
。
然
し
多
く
の
人
々
が

一

九
一
四
年
以
降
一
九
四
〇
年
迄
は
歷
史
で 

は
な
い
と
進
ん
で
繰
返
す
で
あ
ら
う
。
こ
の
や
う
に
排
除
す
る
理
甶
に
つ 

い

て

は

固

ょ

り

'餘

り

明

瞭

亿

は

判

つ

て

ゐ

な

い

。
：

:

:

一.
'猶

じ

我

：々

：
沢

佐

最

4

近
む̂

^

ば
.

1

%;4

抓

把

敵

 

で
あ
る
か
ら
完
金
に
除
外
ざ
れ
る
と
考
へ
•

る
人
々
は
、
純
潔
な
歷
史
の
女
' 

神
ク
リ
水
を
現
實
と
の
非
常
'

に
，激
し
い
接
觸
が
ら
一
途
に
守
ら
う
と
す
る 

の
で
あ
る
。
ご
の
や
う
に
考
へ
る
こ
と
ば
赏
に
我
々
が
启
己
の
感
情
を
統

ゾ.
•
•
'い.

-

.

.

.

•
•.
-
.
' 

• 

• 

. 

„

r:

 

.:■
■-.,

 

- '
.■
■
■
•
 

. 

.
;•;
•...い

 

'

'

放

マ

ル

ク
•

♦

フ
ロ
ッ
ク
敎
授
の
輝
史
理
論
<5

-つ
い
て

制
す
る
て
と
が
出
來
な
い
と
考
へ
.

る
こ
、
ど

に

類

す

る

め

で

あ

り

フ

又

特

に 

思

淑

觀

影#
:-
.

0

:あ

る

時:;
'

.

現

莅

と

過

去

，と

め

限

界

が

時

間

の

隔

り

と

い

ふ 

.;

墩

學

納

尺

度

に

：依

9

て
：は

決

置

れ

な

：い
上

.

ぃ

ふ.
こ
>'
:
を

忘

れ

て

ゐ

る

の
 

も
同
然
で
あ
つV

、

現
在
を
毛
嫌
ひ
す
る
人
々
は
勢
ひ
^

を
を
も

毛
嫌
ひ 

.す
る
結
果.
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
 

' 

.

.
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